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年間発着容量 30 万回へ向け、発展への

取り組みを進めている成田国際空港にお

いて、航空機運航の安全性、経済性のさ

らなる向上は共通不変のものだと考えま

す。私ども気象台職員もこれらに資する

べく、航空気象業務の改善に努めている

ところです。 

近年、気象情報に対する要望は、多岐

に渡ると同時により深く、より個別的に

なりつつあります。これらに適切に応え

るためには、観測・予報・通信のシステ

ム面の高度化、気象現象に関する知見の

蓄積、人材育成に代表される気象台内部

の取り組みのみならず、航空気象担当者

懇談会等における日頃からの意見交換、

要望把握、顕著現象調査結果等の様々な

情報提供等によって、航空カスタマーの

皆さまとの相互理解を深める取り組みが

不可欠となっています。 

このほど、円滑な航空機運航へのさら

なる支援、航空カスタマーの皆さまとの

相互理解の促進を切に願い、成田航空地

方気象台の情報誌「空のしおり」を発刊

することとしました。航空気象のプロフ

ェッショナルとしての客観性に基づきな

がらも、皆さまの視点を重視した分かり

やすい内容を心がける所存ですので、ご

愛読をよろしくお願いします。
 

成田航空地方気象台長 一条 弘之 
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今年の 10 月 29 日 08 時頃から 09 時頃

にかけて、成田国際空港では濃霧が発生

しました。春や秋には、湿った空気が早

朝の冷え込みで飽和して発生する放射霧

が発生しやすくなりますが、放射霧の多

くは、日の出とともに霧が解消します。

今回のように日が昇ってから発生する霧

は、稀な事例と言えます。ここでは、気

象状況の経過と原因について紹介します。 

 

10 月 28 日夜から 29 日早朝にかけて、

関東の南を通過した低気圧によって（図

1）、成田空港では雨となり、視程の悪い

状態が続きました。低気圧の東進ととも

に、成田空港では 29 日 4 時頃に雨は止み

ましたが、地上付近では、雨滴から多く

の水蒸気が冷たい空気中に蒸発したこと

により、非常に湿度が高い状態が続きま

した。 

湿度が高くなると空気中に浮遊する微

粒子が水蒸気を含んで大きくなり“もや”

が発生します。このため雨が止んだ後も

“もや”を観測し、視程は 4,000m 未満、

悪い時には一時 2,000m となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田空港の霧－2012 年 10 月 29 日の事例－ 

 

図 1 上段 地上天気図  
 下段 気象衛星赤外線画像  
 29 日 03 時 00 分（JST）  
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通常、“もや”や霧は日の出（10 月下

旬で 06 時 00 分頃）とともに次第に解消

に向かいますが、29 日は昼前まで低気圧

に伴う厚い上中層雲がかかって日照が少

なかったため、視程が回復しない状況が

続きました。このような状況の中で 08 時

から視程が急速に悪くなり、一時視程

300m を観測する霧となりました。 

 

冒頭の写真は霧になる直前の 29 日 22

時 40 分の気象台観測課現業がある旧管

制塔 12 階から撮影したライブカメラの

映像です。第 1 ターミナルが“もや”で

霞んでいるのが見えます。この後、8 時

頃から映像は真っ白になり、近くしか見

えない状態が 09 時頃まで続きました。 

 

 霧には、風が弱く晴れた夜に地面の熱が

逃げて地表付近の温度が下がることによ

って、空気中の水蒸気が水滴となって発

生する放射霧、暖かく湿った空気が冷た

い海上を移動するとき下から冷やされて

発生する移流霧、前線（温暖前線、停滞

前線など）から降る比較的暖かい雨が下

の冷たい空気で蒸発し、再び冷やされ発

生する前線霧（混合霧）、他に蒸気霧、滑

昇霧、逆転霧があります。 

成田空港では年間で 70 日程度の霧の

発生があります。その内多いのが放射霧

と移流霧、前線霧です。5 月から 9 月は

移流霧や前線霧が多く、寒候期は放射霧

の発生が多くなります。 

 

放射霧は多くの場合、日射による気温

の上昇にともなって、日の出から 3 時間

程度で解消します。その他、風速の強ま

りや乾いた空気の流入でも解消されます。

移流霧は層が厚いため解消が遅れる場合

はあります。 

10 月 29 日午前中の成田空港の気温・

露点温度（この温度まで冷えると湿度

100%となる温度）の変化（図 2）を細か

く見ると、06 時から 06 時 30 分頃（図中

A）にかけてと 07 時から 09 時頃（図中 B）

にかけては、前後の時間と比べて気温・

露点温度が低くなっています。 

この間、湿度は 96％で一定（※）でし

たが、気温低下した A 期間で視程 2,000m、

B 期間で視程 300m の霧となり、気温・

露点温度の低下と概ね対応しています。 

 

風は南東から南西 4kt 以下が続いてい

ましたが、初めに気温低下したＡ期間か

ら風向が北西に変わり 5 時台には 7kt の

風速となり、再び 6 時 30 分頃から 4kt

前後となりました。その後、2 回目に気

温低下した期間 B では徐々に風速が増加

し、7～8kt に変化しました。 

 

 

 

これらのことは、地上の気温・湿度と

風の変化を見る限り、5 時台と 7 時から 8

時台にかけてより冷たく湿った空気が 2

回流入したことが分かります（図 3）。 

図２  上段 気温（赤線）と露点温度 (青線 ) 
下段 風速（2 分値）  
29 日 03 時 30 分～11 時 00 分（JST）  
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国内航空 機自動観 測データ (ACARS)

（図 4）を見ると 1,000ft の高さまで地上

気温と同じ気温となっており（＝等温層

と言います）、等温層は大気の成層が安定

なことを示します。成層が安定成な場合、

上空の空気との混合が起こりにくいため、

地上から 1,000ft 程度までが水蒸気の多

い空気層の厚さと推定されます。 

 

このような冷湿な空気が広がる中に、

さらに冷たい空気が徐々に流入して混合

したことにより飽和して霧になったと考

えられます。 

 

また 07 時 30 分頃には風向が北北西か

ら北西に変化していことから霧を発生さ

せた 2 回目のより冷たい空気は成田の北

西、印旛沼方面から流入した可能性があ

り、この方面に広がっていた霧が移動し

て成田空港に入ってきたとも考えられま

す。 

 

成田空港の滑走路 16L 側には精密進入

カ テ ゴ リ ー CATⅢB （ 滑 走 路 卓 越 視 程

50m まで着陸可能）が設置されているの

で、航空機は悪視程でも着陸することが

できますが、それでも霧は運航に影響を

あたえます。 

 

気象台では常に霧の発生を予測してい

ますが、気温や湿度のわずかな違いで霧

の発生状況が大きく異なるため、予報が

大変難しい現象と言えます。今回の霧発

生の詳細についても解明しなければなら

ない点が多くあり、引き続き調査を進め

たいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３  アメダス風向・風速、等温線  
29 日 08 時 00 分（JST）  
｢地形データには USGS の GTOP030
を利用｣ 

 

図４  ACARS 29 日 06 時～11 時 (JST) 

｢日本航空 (株 )及び全日本運輸 (株 )の  

航空機自動観測データを利用した .｣ 

 

霧  

(※)湿度は計測機器の設定上 100％になり

ません。湿度が霧の期間を含め 96％  

で一定であるのはこのためです。  
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気象台の紹介  

 

成田航空地方気象台は、国土交通省の

外局である気象庁の地方支分部局の下部

組織として、昭和 52 年（1977 年）12 月

20 日、業務を開始しました。  

当台は空港管理ビル内にあり、総務課、

予報課、観測課の三課で業務を行ってい

ます。  

総務課では、総務・庶務関係の業務、

広報に関する業務等を取り扱っています。

また、航空気象データ利用に関する問い

合わせや施設見学及び気象に関する出前

講座の講師を派遣していますので、お気

軽にお問い合わせください。  

予報課では、成田国際空港周辺半径お

おむね 9km 円内の地上及びその直上空域

を対象とし、空港を離着陸または空港内

に停留する航空機や空港施設の安全のた

め、風・視程・天気・雲底などの気象要  

素について量的・時系列的に最長 27 時間  

先まで予想し発表しています。（写真 1） 

観測課では、職員の目と測器を用いて

24 時間 365 日、常に大気の状態を監視し

ながら風や雲などの気象要素（風向、風

速、視程、大気現象、雲、気圧、気温、  

露点温度、降水量）を観測し、空港内関  

系機関へ提供するほか、航空機から報告  

される乱気流などの情報と合わせて、国  

際的に定められた形式で国内、国外に通  

通しています（写真 2、写真 3）。  

また、空港気象ドップラーレーダー、  

ドップラーライダー、風向風速計、シー  

ロメーターなどの観測機器の維持管理を  

行っています。  

 

 

 

 

 

 

また、空港内関係機関にオンラインによ  

る観測データや予報を確実に伝達するた  

め、各種システムの維持管理を行ってい  

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 予報課現業室（予報会報） 

写真 2 観測課現業室（地上高 45m）

写真 3 目視観測風景 
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高気圧に穏やかに覆われた6 月7 日に6 月の最低気温11.3℃を記録した。梅雨前線が北上した20 日に6 月の最
高気温29.5℃を観測したが、12日、25日はオホーツク海高気圧からの冷たい北東気流の影響で最高気温が20℃
を下回る肌寒い天候となった。6月19日に台風４号によって日降水量68mmを、22日に低気圧の通過によって
41.5mmを観測した。 

6 月の気候 

7 月1 日に7 月の最低気温17.0℃を観測した。7 月中旬には太平洋高気圧が強まり、最高気温が30℃以上の夏
日が続き、17 日には関東甲信でも梅雨明けとなった。しかし、20 日から 22 日にかけてオホーツク海高気圧が
強まり、冷たい北東風の影響で気温が大きく低下した。その後、気温は上昇し、29日に7月の最高気温34.1℃
を観測した。日降水量は7月7日に不安定性降水により25mm、3日に20mmを観測した。 

8月上旬後半に太平洋高気圧がやや弱まり、北日本から比較的冷たい空気が流れ込んだため、この期間は低めの
気温となり、9日に8月の最低気温19.0℃を観測した。8月の後半は暑い日が続き、22日に8月の最高気温33.4℃
を観測した。日降水量は6日に南からの湿った空気が入り33.5mm、12日は不安定性降水により29.5mmを観
測した。 
8月は全般に高温の日が続いたが、この夏を通して、成田空港では猛暑日（35.0℃以上）は記録しなかった。 

７月の気候  

8 月の気候  

成田空港の気候－2012 年夏－  
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偉大なアーティストは、大空をキャンバ

スに、ある時は、発育良くカリフラワーを

頭にのせた入道雲、群れ泳ぐ銀鱗のいわし

雲など万物のさまざまな形に似せた雲を浮

かべ、藍色、灰色やあかね色などを絶妙な

配色で描きだし観る者の心を奪います。  

こんな自然が織りなす演出に、人の手を

加え描いているものがあります。飛行機が

飛んだ 20 世紀になって現れた人工の雲、

そう「飛行機雲： contrail」です。  

 

ジェットエンジンから放出された微粒子

が核となって、もともとあった大気中の水

分やエンジンから放出された水蒸気が結合

し、高々度の低温の下で氷晶となったもの

が飛行機雲です。飛行機雲が発生しやすい

温度は－30℃以下と言われています。  

出会が期待できる時節となりました。寒

空のもと立ち止り、空を見上げているのは

少々辛いですが、一つの芸術と思い飛行機

雲を鑑賞してはいかがでしょうか。 （杉）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
2012.10.26 

2012.11.8  

写真 1 移動性高気圧に覆われ空気が沈降して湿度が低いため、飛行機雲ができても周り

   の空気と混ざりあって雲粒は蒸発して消えてしまい長く見ることができない。  

写真 2 低気圧に伴った上空寒気トラフにより上空 20,000ft 付近は－30℃以下。航空機の

上昇とともに出来た雲は一端消えるが、巻雲と同高度の飛行機雲は融合していった。
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 ➣ 第 36 回航空気象担当者懇談会を開催します。 

    日時：平成 24 年 12 月 5 日（水） 

       15 時 30 分～17 時 00 分  

    場所：空港管理ビル 5 階 気象台研修室 

 

 ➣ Ａ滑走路 4,000m 供用に伴い、34L シーロメーターを滑走路末端付近に移設し、  

   12 月中旬から運用する予定です。  

 

 

 

 

 

 

 

気象業務では、観測・予報に関する様々

な情報を絶えることなく提供するとともに、

気象記録を残すことも重要な仕事です。こ

れらの記録があってこそ、地球温暖化等の

気象変化が明らかにされているわけです。

先日、気象台 OB の方々の集いに参加し昔

話に花を咲かせましたが、あらためて、気

象業務の歴史、積み重ねの上に今が成り立

っていることを感じた次第です。  

気象情報誌の名前を情緒的な『空のしお

り』としました。理系人間の多い気象庁で

すが、意外にロマンチスト、文学的な感性

を持っている人も多くいるのです。とは言

え、本創刊号の発刊は生みの苦しみであり、

特に理系人間には大仕事となりました。拙

い冊子ではありますが、皆様のご意見等を

いただきつつ、気象業務の歴史を踏まえな

がら進化していきたいと思います。  

 

気象台からのお知らせ  

  

 


